
審
査
は
2
段
階
か
ら
な
り
、

書
面
審
査
に
よ
り
、
応
募
数
の

2
割
に
絞
ら
れ
、
7
月
初
旬
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
応

募
数
4
1
0
件
に
対
し
て
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
へ
進
ん
だ
も
の
が
91

件
、
こ
の
中
で
採
択
が
47
件
で

あ
る
。
工
科
系
単
科
大
学
で
採

択
さ
れ
た
の
は
、
本
学
の
ほ
か

は
、
わ
ず
か
4
大
学
で
あ
る
。

採
択
さ
れ
た
各
大
学
・
短
大

の
取
組
内
容
や
採
択
理
由
が
、

文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.m

ext.go.jp

）

ら
れ
て
い
ま
す
。

「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
」
的

教
育
は
、
本
学
の
教
育
理
念
と

し
て
、
開
学
以
来
実
践
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。
文
部
科
学
省

の
「
工
大
一
貫
教
育
研
究
開
発
」

に
お
い
て
、
付
属
高
校
か
ら
の

入
学
生
を
1
年
次
よ
り
研
究
室

に
配
属
し
て
、
教
員
と
共
に
学

ぶ
試
み
も
そ
の
一
例
で
す
し
、

ま
た
、
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
加

藤
教
授
研
究
室
で
の
大
野
学
君

の
活
躍
な
ど
は
、
ま
さ
に
彼
を

「
カ
レ
ッ
ジ
」
の
「
マ
イ
ス
タ
ー
」

と
呼
ん
で
も
よ
い
程
の
好
例
で

す
。そ

し
て
何
よ
り
も
工
業
高
校

生
を
受
け
入
れ
、
そ
の
技
術
学

習
経
験
を
基
礎
に
、
大
学
で
の

技
術
教
育
を
行
う
建
学
の
精
神

そ
の
も
の
が
、
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ

ス
タ
ー
的
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

今
回
の
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、

本
学
で
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い

た
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
的
教

育
を
ま
と
め
、
さ
ら
に
将
来
の

展
望
も
含
め
て
「
7
つ
の
工
房

に
よ
る
」
と
い
う
形
で
申
請
し

ま
し
た
。
開
学
以
来
、
整
備
に

努
め
て
き
ま
し
た
各
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
各
学
科
と
連
携
を

と
り
つ
つ
「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス

タ
ー
」
的
教
育
の
さ
ら
な
る
深

化
発
展
に
努
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

2
年
後
の
平
成
19
年
に
は
本
学

園
は
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
大
学
創
立
40

周
年
で
も
あ
り
ま
す
。

大
学
の
創
立
に
あ
た
り
、
学

園
関
係
者
は
、
教
育
理
念
の
基
礎

を
ド
イ
ツ
に
学
ん
だ
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
学
園
と
大
学
に

と
っ
て
大
き
な
節
目
の
時
に
、

「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
」
と
い

う
名
称
の
も
と
に
、
特
色
G
P
に

採
択
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
大

変
意
義
深
い
事
と
言
え
ま
す
。
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通
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文部科学省
平成17年 特色ある大学教育支援プログラム（ ）に採択特色

GP

「
7
つ
の
工
房
に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
養
成

―
体
験
的
実
工
学
教
育
―
」

の
作
品
（
製
品
）
で
あ
る
小
型

旋
盤
を
前
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

で
15
分
間
の
説
明
を
行
い
、
続

い
て
20
名
ほ
ど
の
審
査
員
か
ら

の
質
問
を
受
け
た
。

基
本
的
に
は
好
意
的
な
評
価

本
学
は
、
『
建
学
の
精
神
』
に

あ
る
よ
う
に
、
「
現
場
に
直
結
し

た
科
学
技
術
者
」
の
養
成
を
、

教
育
目
標
の
柱
と
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
少
年
時
代
か
ら
の
、

工
学
的
意
欲
・
技
術
体
験
の
芽

を
早
期
に
伸
ば
せ
る
よ
う
、
初

年
次
か
ら
実
験
・
実
習
・
製
図

な
ど
に
取
り
組
み
、
あ
わ
せ
て

そ
の
理
論
を
学
ぶ
、
デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
き
た
。

具
体
的
に
は
、
実
験
室
や
製

7
月
4
日
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で

は
ま
ず
、
柳
澤
章
学
長
と
波
多

野
純
教
育
研
究
推
進
室
長
が
、

カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
学
生

で
あ
っ
た
が
、
「
I
T
関
係
の
カ

レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
は
十
分
か
」

な
ど
厳
し
い
指
摘
も
あ
っ
た
。

本
学
の
取
組
内
容
は
、
全
文

を

本

学

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（http://w
w

w
.nit.ac.jp/

）
で
ご

覧
い
た
だ
け
る
の
で
、
こ
こ
で

は
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
説
明
に
沿
っ

て
、
取
組
内
容
を
紹
介
す
る
。

審
査
の
経
過

取組名

日
本
工
業
大
学
の
取
組

日
本
工
業
大
学
と
実
工
学
教
育

「
特
色
G
P
」の
採
択
で

本
学
教
育
の

さ
ら
な
る
充
実
を

で
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ご

覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
18

才
人
口
の
減
少
期
を
迎
え
、
各

大
学
が
真
摯
に
教
育
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

本
学
の
〈
取
組
の
概
要
〉
と

〈
採
択
理
由

〉
は
、
下
に
示
す

通
り
で
あ
る
。
〈
採
択
理
由

〉
に
、
「
こ
の
取
組
が
、
多
く
の
学

生
を
巻
き
込
ん
で
行
な
わ
れ
れ

ば
、
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ

ま
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
カ
レ

ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
を
発

展
さ
せ
、
じ
っ
く
り
も
の
づ
く

り
に
取
り
組
む
学
生
を
大
幅
に

増
や
す
こ
と
が
、
本
学
に
課
せ

ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。

を
担
う
に
足
る
人
に
与
え
ら
れ

る
称
号
で
す
。
「
マ
イ
ス
タ
ー
制

度
」
か
ら
私
が
連
想
す
る
の
は
、

ま
ず
「
若
年
令
か
ら
の
師
弟
的

人
間
関
係
の
中
で
の
技
術
教
育
」

で
あ
り
、
「
技
術
実
践
重
視
と
実

践
的
理
論
の
裏
付
け
」
「
真
に
価

値
あ
る
技
術
能
力
の
習
得
」
等

で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と

は
、
本
学
が
こ
れ
ま
で
主
張
し

て
き
た
技
術
学
習
経
験
を
持
つ
、

あ
る
い
は
技
術
的
好
奇
心
の
旺

盛
な
高
校
生
を
受
け
入
れ
、
も

の
づ
く
り
を
重
視
し
た
中
で
の

技
術
教
育
と
い
う
方
針
と
相
通

ず
る
も
の
で
す
。

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
―
体
験
的

実
工
学
教
育
―
と
は

”実
学
尊

重
“な
ど
の
表
現
と
し
て
用
い
ら

れ
て
い
る
「
実
学
」
と
い
う
言

葉
を
工
学
に
用
い
た
も
の
で
、

現
実
の
産
業
技
術
に
近
い
、
そ

の
技
術
の
実
際
に
近
い
形
で
の

工
学
教
育
と
い
う
意
味
も
込
め

この取組は、日本工業大学の教育目標で

ある「現場に直結した科学技術者の育成」を

達成するために、既に6年以上に渡って組織
的に実施され、7つの工房を立ち上げ、カレ
ッジマイスターの称号を得た卒業生を送り

出すといった優れた成果を挙げています。

現在、総合的な視野を持ち、生産現場で

指導的な役割を果たす技術者の養成が急務

になっています。工業高校から多くの入学

者を受け入れ、専門の科目と体験学習科目

のデュアルシステムを取り入れ、具体的な

作品（製品）目標を掲げ、各学科の専門教

員の指導のもとで、本格的なものづくりを

めざす本取組は、学生の意欲を高める具体

的方策を持ち、日本の製造業の技術者不足

や技術水準の向上に貢献する可能性があり、

他の大学､短大の参考になり得る優れた事

例と言えます。

さらに、この取組が、多くの学生を巻き

込んで行なわれれば、更なる発展が期待さ

れます。

文部科学省による採択理由

「7つの工房によるカレッジマイスターの
養成－体験的実工学教育－」は、小型旋盤

や茶室など具体的実物を長時間かけて完成

させる体験学習と、その内容と対応する工

学専門の講義科目を並行して学ぶデュアル

システムである。仮想体験（シミュレーシ

ョン）ではない実際のものづくりを、企画

から設計・製図、生産･施工まで一貫して

体験する実工学教育であり、細分化した工

学諸分野の知識・技術を統合する、生産現

場が求める総合的な判断力も、ここで養わ

れる。具体的目標への過程と達成感が、技

術者としての問題解決能力の基礎となるば

かりでなく、カレッジマイスターを目指す

学生の存在が、全学生の学習意欲を高める

牽引車となっている。

完成度の高い作品を仕上げるとともに、

指定する専門の講義科目を履修し、専門知

識と技能を身につけた学生には、「カレッ

ジマイスター」の称号とメダルが与えられ

る。

本学が今回申請した取組概要

的
技
術
能
力
を
身
に
付
け
る
と

共
に
、
こ
の
裏
付
け
と
な
る
理

論
を
、
現
実
に
即
し
た
形
で
習

得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
教

育
的
取
組
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
修
了
し
た
者
に

は
、
「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
」

と
し
て
、
認
定
証
と
メ
ダ
ル
を

授
与
し
、
学
生
諸
君
の
取
組
意

欲
を
高
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。「

マ
イ
ス
タ
ー
」
と
は
、
皆
様

も
ご
存
知
の
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
特
に
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
な

ど
で
、
卓
越
し
た
実
践
的
技
術

の
保
持
者
の
う
ち
、
人
格
的
に

も
優
れ
、
技
術
の
向
上
、
伝
承

し
た
。
本
年
度
の
応
募
に
あ
た

り
、
本
学
の
申
請
取
組
名
を

「
7
つ
の
工
房
に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ

マ
イ
ス
タ
ー
の
養
成
」
と
し
、

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
を
―
体
験
的
実

工
学
教
育
―
と
し
ま
し
た
。

本
学
に
お
い
て
、
「
カ
レ
ッ
ジ

マ
イ
ス
タ
ー
」
と
い
う
言
葉
を

初
め
て
聞
か
れ
る
方
も
多
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
は
、

機
械
工
学
科
で
7
年
前
よ
り
行

わ
れ
て
い
る
教
育
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
り
ま
す
。
1
年
次
か

ら
3
年
次
ま
で
3
年
間
じ
っ
く

り
と
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
共
に
、
関
連
す
る
講
義
を
履

修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
践

平
成
17
年
度
文
部
科
学
省

「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
に
、
ほ
ぼ
10
倍
の
難

関
を
突
破
し
て
、
本
学
の
応
募

が
め
で
た
く
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
国
の

全
て
の
大
学
を
対
象
に
、
優
れ

た
教
育
的
取
組
を
評
価
し
、
財

政
的
支
援
を
行
う
と
共
に
、
他

大
学
の
参
考
と
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
も
の
で
す
。

建
学
の
理
念
に
基
づ
き
、
特

色
あ
る
教
育
の
構
築
に
取
り
組

ん
で
き
た
本
学
と
し
て
も
、
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
挑
戦
は
重

要
課
題
で
あ
る
と
捉
え
、
鋭
意

申
請
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

学長
柳澤　章

験
に
対
応
し
て
い
る
。

情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
に
は
、

豊
富
な
台
数
の
高
性
能
パ
ソ
コ

ン
や
最
新
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ー

を
重
点
的
に
整
備
し
て
お
り
、

先
端
的
情
報
処
理
、CA

D

／

CAM

／CAE

が
学
べ
る
。

建
築
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
に

は
、
建
築
系
の
木
工
機
械
や
実

大
実
験
装
置
を
整
備
し
、
土

質
・
地
盤
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・

仕
上
材
料
な
ど
の
、
建
築
技
術

や
評
価
技
術
を
実
物
に
即
し
て

体
得
で
き
る
。

超
高
圧
放
電
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
国
内
教
育
機
関
最
大
の
3
0

0
万
ボ
ル
ト
の
イ
ン
パ
ル
ス
電
圧

発
生
装
置
を
備
え
、
測
定
技
術
は

国
際
標
準
に
対
応
し
て
い
る
。

工
業
技
術
博
物
館
は
、
歴
史

的
な
工
作
機
械
を
動
態
保
存
し
て
、

1
8
9
3
年
イ
ギ
リ
ス
製
蒸
気
機

関
車
を
定
期
的
に
有
火
運
転
し
て

い
る
。

先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
皮
膜
開

発
分
野
の
先
端
研
究
施
設
で
N

A
S
A
（
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
）

と
も
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
（
昭
和
53
年
開
設
）

建
築
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー（
昭
和
58
年
開
設
）

電
気
実
験
研
究
セ
ン
タ
ー（
昭
和
53
年
開
設
）

工
業
技
術
博
物
館
（
昭
和
62
年
開
設
）

超
高
圧
放
電
研
究
セ
ン
タ
ー

（
昭
和
60
年
開
設
）

情
報
技
術
セ
ン
タ
ー
（
昭
和
53
年
開
設
）

先
端
材
料
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

（
平
成
11
年
開
設
）

文
部
科
学
省
「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
平
成
17
年
度
の
審
査
結
果
が
、
7
月
22
日
に
発
表
さ
れ
、
本
学
の
取
組
「
7

つ
の
工
房
に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
養
成
―
体
験
的
実
工
学
教
育
―
」
が
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
各
大
学
の
優
れ
た

教
育
的
取
組
を
評
価
、
公
開
し
、
他
の
大
学
の
教
育
改
革
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
文
部
科
学
省
が
公
募
す
る
も
の
で
、
今
年
で
3
年
目

を
迎
え
た
。
全
国
の
大
学
・
短
大
か
ら
4
1
0
件
の
応
募
が
あ
り
、
採
択
は
47
件
で
あ
る
。
本
学
の
38
年
に
わ
た
る
工
学
教
育
に
か
け
る
努

力
が
評
価
さ
れ
た
証
で
あ
る
。
採
択
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
文
部
科
学
省
は
更
な
る
発
展
・
充
実
を
期
待

し
て
お
り
、
今
後
4
年
間
に
わ
た
り
補
助
金
が
交
付
さ
れ
る
。

文部科学省
平成17年 特色ある大学教育支援プログラム（ ）に採択特色

GP

図
室
に
加
え
、
各
種
実
験
研
究

セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
て
き
た
。

機
械
工
作
セ
ン
タ
ー
に
は
、

炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
や

N
C
歯
車
研
削
盤
な
ど
最
先
端

の
工
作
機
械
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

学
生
は
様
々
な
機
械
加
工
技
術

を
学
ぶ
こ
と
が
で
る
。

電
気
実
験
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
電
気
系
の
最
新
の
装
置
や

素
子
、
測
定
器
を
そ
ろ
え
て
、

応
用
計
測
実
験
な
ど
の
学
生
実



採
択
さ
れ
た
取
組
「
7
つ
の

工
房
に
よ
る
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス

タ
ー
の
養
成
―
体
験
的
実
工
学

教
育
―
」
の
「
マ
イ
ス
タ
ー
」

と
は
、
卓
越
し
た
技
術
能
力
と

総
合
的
な
判
断
力
を
備
え
た
、

中
世
の
職
人
の
親
方
で
あ
り
、

「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
」
は
、

そ
の
大
学
版
で
あ
る
。

カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
制
度

は
、
旋
盤
・
茶
室
な
ど
、
専
門

分
野
と
対
応
し
た
具
体
的
作
品

（
製
品
）
を
長
期
間
か
け
て
完
成

さ
せ
る
体
験
学
習
で
あ
る
。
同

カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
と

デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム

時
に
、
そ
れ
に
必
要
な
専
門
の

工
学
を
講
義
で
学
ぶ
、
デ
ュ
ア

ル
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
仮
想
体

験
で
は
な
く
、
自
ら
作
品
（
製

品
）
を
完
成
さ
せ
た
達
成
感
は
、

学
生
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
財
産
で
あ
る
。
作
品
（
製
品
）

を
完
成
さ
せ
、
加
え
て
必
要
な

講
義
の
単
位
を
取
得
し
た
、
デ

ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
学

ん
だ
学
生
に
は
、
卒
業
式
で

「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
」
の
メ

ダ
ル
が
授
与
さ
れ
る
。

こ
の
取
組
は
、
工
学
へ
の
志

を
も
つ
入
学
生
を
集
め
る
こ
と

か
ら
始
ま
る
。
工
業
高
校
生
に

は
、
中
学
時
代
に
す
で
に
工
学

的
好
奇
心
に
目
覚
め
て
い
る
者

が
大
勢
い
る
。
普
通
高
校
生
に

も
、
ラ
ジ
コ
ン
少
年
・
パ
ソ
コ

ン
少
年
・
鉄
道
マ
ニ
ア
な
ど
、

も
の
づ
く
り
の
意
欲
を
も
つ
者

が
少
な
く
な
い
。

本
学
で
は
、
早
く
本
物
の
作

品
（
製
品
）
を
作
っ
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
る
、
も
の
づ
く
り

の
夢
を
も
つ
学
生
の
発
掘
に
努

め
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
工
業
高
校
生
向

け
の
建
築
設
計
競
技
を
19
年
間

連
続
で
開
催
し
、
毎
年
2
0
0

〜
4
0
0
近
く
の
作
品
が
集
ま

志
を
も
つ
入
学
生

数学・物理・英語と工学をつなぐ融合科目

取
組
の
最
終
目
標
は
「
総
合
的
な
視

野
を
も
ち
、
生
産
現
場
で
指
導
的
な
役

割
を
果
た
す
技
術
者
」
の
養
成
で
あ
る
。

日
本
工
業
大
学
で
は
、
実
験
・
実
習
を

通
し
て
、
す
べ
て
の
学
生
が
日
常
的
に

技
術
体
験
を
積
ん
で
お
り
、
「
計
器
の
読

み
方
が
わ
か
ら
な
い
」

「
工
具
の
使
い
方
が
わ

か
ら
な
い
」
な
ど
と

い
っ
た
学
生
は
い
な

い
と
自
負
し
て
い
る
。

さ
ら
に
そ
の
先
で
、

「
何
を
ど
の
よ
う
に
作

る
か
」
の
企
画
か
ら
、

設
計
・
製
図
、
さ
ら

に
加
工
・
施
工
ま
で

を
一
貫
し
て
学
ん
だ
、

身
を
も
っ
て
技
術
指

導
の
で
き
る
、
現
場

の
リ
ー
ダ
ー
と
な
れ

る
卒
業
生
を
送
り
出

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

工
学
的
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
た
入
学
生

の
資
質
と
、
こ
の
最
終
目
標
の
間
を
つ

な
ぐ
の
が
、
「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
に

よ
る
教
育
で
あ
る
。
こ
の
目
標
に
沿
っ

て
開
発
し
た
教
育
の
一
つ
に
、
「
融
合
科

目
」
が
あ
る
。

数
学
・
物
理
・
英
語
の
基
礎
学
力
は
、

工
学
を
学
ぶ
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
が
、

苦
手
意
識
を
も
つ
学
生
が
少
な
く
な
い
。

そ
こ
で
、
早
く
も
の
を
作
っ
て
み
た
い

と
い
う
工
学
的
意

欲
・
工
学
的
好
奇
心

を
起
点
に
、
数
学
・

物
理
・
英
語
を
学
ぶ

「
融
合
科
目
」
を
開

発
し
て
き
た
。

た
と
え
ば
、
英
語

の
教
員
と
建
築
の
教

員
が
協
力
し
て
、
現

代
ア
メ
リ
カ
建
築
の

話
を
英
語
で
学
ぶ
よ

う
な
科
目
で
あ
る
。

教
科
書
も
、
英
語
と

専
門
の
教
員
が
協
力

し
、
大
学
院
生
が
イ

ラ
ス
ト
を
描
い
て
作
り
上
げ
た
。

こ
れ
ら
の
融
合
科
目
は
、
す
で
に

29
科
目
が
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
全

教
員
の
4
割
が
こ
の
科
目
開
発
に
参

加
し
た
。

本
取
組
の
特
性
を
改
め
て
整

理
す
る
と
、
次
の
3
点
に
な
る
。

ま
ず
、
「
長
時
間
か
け
て
実
物

を
完
成
さ
せ
る
体
験
学
習
」
は
、

工
学
的
意
欲
や
好
奇
心
を
持
続

さ
せ
、
熟
成
さ
せ
る
た
め
の
最

良
の
方
法
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
「
基
礎
的
な
科
目
を

工
学
と
関
連
づ
け
て
魅
力
的
に

す
る
融
合
科
目
の
開
発
」
で
あ

る
。
数
学
・
物
理
・
英
語
を
、

工
学
と
関
連
づ
け
、
興
味
と
目

標
を
も
っ
て
学
べ
る
科
目
開
発

で
あ
る
。

3
番
目
に
、
「
体
験
学
習
と
専

門
の
理
論
を
並
行
し
て
学
ぶ
デ

ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
。

細
分
化
さ
れ
た
工
学
の
諸
分
野

を
統
合
し
、
現
場
で
即
戦
力
と

な
る
、
総
合
的
判
断
力
の
養
成

「
推
進
本
部
」
を
設
立
し

全
学
的
に
活
動
支
援

を
目
指
す
。

こ
の
取
組
は
、
専
門
学
科
と

各
実
験
研
究
セ
ン
タ
ー
が
協
力

し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
実

現
さ
せ
る
、
全
学
的
な
活
動
で

あ
る
。
各
実
験
研
究
セ
ン
タ
ー

に
は
、
生
産
現
場
で
の
技
術
経

験
が
豊
か
な
、
ま
さ
に
マ
イ
ス

タ
ー
と
呼
べ
る
25
名
の
実
験
講

師
が
所
属
し
て
い
る
。

「
特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
各
大
学
が

取
り
組
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の

実
績
を
評
価
し
、
他
大
学
の
参

考
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

が
、
同
時
に
今
後
大
き
く
展
開

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
文
部
科
学
省
も
補

助
金
を
用
意
し
て
い
る
。

本
学
で
は
、
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ

ス
タ
ー
制
度
を
定
着
さ
せ
、
全

学
的
に
大
き
く
展
開
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス

タ
ー
推
進
本
部
」
を
設
立
す
る
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
工
房
活
動
の

支
援
や
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
調

整
、
表
彰
制
度
の
統
一
な
ど
に

取
り
組
む
予
定
で
あ
る
。

大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
、

夢
中
で
製
作
に
取
り
組
む
と
、

時
間
の
経
つ
の
を
忘
れ
る
。
意

欲
の
あ
る
学
生
を
さ
ら
に
伸
ば

す
に
は
、
昼
も
夜
も
も
の
づ
く

り
に
取
り
組
め
る
時
間
外
教
育

と
、
正
規
の
授
業
時
間
内
の
教

育
を
融
合
さ
せ
た
デ
ュ
ア
ル
シ

ス
テ
ム
の
開
発
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
大
学
工
学
部
の
教
育

か
ら
、
実
際
の
も
の
づ
く
り
の

部
分
が
減
少
し
て
い
る
と
の
指

摘
が
、
以
前
か
ら
あ
る
。
そ
れ

を
乗
り
越
え
る
の
が
、
長
期
間

か
け
て
も
の
づ
く
り
に
取
り
組

む
「
実
工
学
」
と
し
て
の
カ
レ

ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
製
造
業
の
現
場
に

お
い
て
、
団
塊
の
世
代
の
引
退

に
よ
り
、
技
術
が
伝
承
さ
れ
な

い
の
で
は
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

2
0
0
7
年
問
題
と
も
い
わ
れ

る
、
日
本
の
産
業
構
造
に
関
わ

る
重
要
な
問
題
で
あ
る
。「
体
験

的
実
工
学
教
育
」
は
、
ま
さ
に

生
産
現
場
の
後
継
者
養
成
で
あ

る
。
手
の
技
術
と
総
合
的
判
断

力
を
備
え
た
現
場
の
技
術
者
が
、

今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「
7
つ
の
工
房
に
よ
る
カ
レ
ッ
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◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

体験的実工学教育

カレッジマイスター制度の充実に向けて

工業高校生を対象とした建築設計競技（上段）
オープンキャンパス（下段）

ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
養
成
―
体
験

的
実
工
学
教
育
―
」
は
、
日
本

の
将
来
を
担
う
現
場
の
技
術
者

を
養
成
す
る
取
組
で
あ
り
、
本

学
が
長
年
培
っ
て
き
た
「
特
色

あ
る
教
育
手
法
」
で
あ
る
。

カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
へ
の
期
待

今
後
の
展
開

文

部

科

学

省

の

「
特
色
あ
る
大
学
教
育

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
採
択
さ
れ
た
こ
と

を
、
広
く
皆
さ
ん
に

お
知
ら
せ
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
特
集
号

を
組
ん
だ
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
全
国
の
大
学
の

教
育
改
革
の
参
考
と
す
る
こ
と

が
大
き
な
目
的
で
あ
り
、
本
紙

の
よ
う
な
広
報
活
動
も
、
採
択

さ
れ
た
大
学
に
課
せ
ら
れ
た
責

任
で
あ
る
。

カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
が
、

優
れ
た
教
育
の
実
践
と
し
て
評

価
さ
れ
た
こ
と
を
喜
ぶ
と
と
も

に
、
全
学
を
巻
き
込
ん
だ
さ
ら

な
る
展
開
が
必
要
で
あ
る
。（
H
）

編 集 後 記

活躍する7つの工房

機械工作センターを拠点とするカレ

ッジマイスターである。工房1は実用レ
ベルの小型旋盤、工房2はCAD／CAM
による金型、工房3は新型の自動車用エ
ンジンを、3年から4年かけて完成させ
る。同時に、これと直接対応する必要

な講義科目が指定されており、これも

習得することが課せられている。

機械加工カレッジマイスター（工房1）
型技術カレッジマイスター（工房2）
エンジン製作カレッジマイスター（工房3）

建築系のプログラムである。建築技

術研究センターばかりでなく、ロッキ

ー山脈の麓にある本学のカナダ研修所

を拠点とする。昨年秋には、研修所の

中庭に、Japanese Pavilionと呼ばれる
茶室を建設した。日本で、図面や模型

を完成させ、カナダでは現地大工の指

導の下、建設作業を行った。建築の体

験と英語の体験を兼ねたものである。

2×4木造建築カレッジマイスター（工房4）

ヒューマノイド・ロボット工房を拠

点とする。機械工学科ばかりでなく、

電気電子・システム・情報など様々な

学科の学生が参加可能なカレッジマイ

スターである。二足歩行ロボットコン

テストに出場するロボットの製作を最

終目標とする。工学の様々な分野を統

合する楽しみがあると同時に、総合的

な判断力が養われる。

ロボット製作カレッジマイスター（工房5）

一般情報処理から情報活用能力をも

つ技術者育成のための、情報系のプロ

グラムである。学内のみを拠点とせず、

地元の小中学校や小規模な企業に出向

き、ホームページの作成やイントラネ

ットの構築を指導するなど、情報ボラ

ンティア活動も行う。

ネットワーク構築カレッジマイスター（工房6）

学生のためのものづくり広場である

スチューデントラボを拠点とする。

様々な製作に対応する工作機械や道具

が用意されている。このカレッジマイ

スターには、具体的目標はなく、何を

作るかは学生が決める。工作技術の基

本を習得し、その延長線上で、スター

リングエンジンなど難度の高い目標に

挑戦する。

ものづくりカレッジマイスター（工房7）

開発された融合科目テキスト

る
。
審
査
員
に
は
、
著
名
な
若

手
建
築
家
を
招
聘
し
て
い
る
。

11
月
の
学
園
祭
に
開
催
さ
れ
る

表
彰
式
に
は
、
入
賞
し
た
工
業

高
校
生
と
指
導
の
先
生
を
招
待

し
、
審
査
員
か
ら
直
接
講
評
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
入
賞

作
品
集
は
、
全
国
の
工
業
高
校

に
お
い
て
、
到
達
目
標
を
示
す

優
れ
た
テ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い

る
。普

通
高
校
生
を
対
象
と
し
た

A
O
入
試
で
も
、
工
学
的
好
奇

心
の
あ
る
学
生
を
集
め
る
よ
う

に
努
め
、
お
も
ち
ゃ
の
分
解
・

組
立
や
模
型
の
制
作
が
課
せ
ら

れ
、
積
極
的
な
取
組
姿
勢
を
評

価
し
て
い
る
。


